
１．快適さを支える生活基盤の向上

（７）低炭素・循環型社会の構築

（評価担当者）

生活文化部長 青木　正彦

■基本施策が目指す姿

■関連する分野別計画

■成果指標

1

2

3

4

5

■市民アンケート調査

■総合評価

施策評価シート（令和２年度）

(基本施策の大綱)

(基本施策)

　市民・事業者・行政等が、それぞれの立場で環境負荷の少ない社会を目指し行動しています。

　亀山市一般廃棄物処理基本計画、亀山市地球温暖化防止対策実行計画

現状値
実績値

目標値
単位 H29 H30 R1 R2 R3

943 967

1,500

ごみの資源化率 ％ 37.0 H28 33.0 33.0 30.8 29.3 42.2

地球温暖化防止対策に関する
イベント等への参加者数

人 1,288 H27 1,233 521 456 0

1.21

919１人１日当たりのごみ排出量 ｇ/人・日 995 H27 1,016 999

2
ごみの減量やリサイクルに関する取組が進
んでいる

重要度 1.38 1.31

項目
現状値
[H27]

１次
[H30]

２次
[R2]

市民アンケートの考察

1.33
満足度 0.54 0.48 0.54

1 地球環境保全の取組が充実している
重要度 1.27 1.19

満足度

4
重要度
満足度

3
重要度

5
重要度

　市域の二酸化炭素排出量の8割以上を占める製造業のうち、特に第一種及び第二種エネルギー指定工場における二酸化炭素排出量を把
握し、三重県地球温暖化防止活動推進センターと連携し、事業者の自主的な省エネ、再生可能エネルギーの普及促進に繋がるよう補助制
度などの情報提供により働きかけるとともに、市民の省エネ・省資源行動に関する情報を市広報等により周知・啓発を行う。一方、ごみの減量
化・リサイクルの推進について、ごみの分別による再資源化を推進する。特に家庭系ごみのうち約6割が紙類と厨芥類であることから、雑がみの
分別も推進し、厨芥類については、食品ロスの削減、生ごみ処理容器の有効性を周知・啓発するなど3R（発生抑制・再使用・再生利用）を推
進する。ごみの減量化により、ごみ溶融処理時の燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に繋げる。

Ｂ
　環境の保全や地球温暖化に関する施策をより一層推進するため、第2次亀山市環境基本計画の策定について取組
を進めた。また、ごみの減量化やリサイクルの推進については、新たな資源ごみとして雑がみ及びその他色ビンの分別収
集を試行的に行い、リサイクルの推進に取り組んだ。一方、成果指標においては、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、イベントを開催できなかったことからイベント等への参加者数の実績値が0人となり、また、ごみの資源化率についても
ペーパーレス化や店頭回収等による古紙類の減少などもあり、前年度と比較し1.5ポイント低下しているなど、「環境負荷
の少ない社会の形成」に向け、更なる啓発活動や新たな取り組みが必要であることから、総合評価をＢとした。

まずまず進んでいる

反省点・課題

  地球環境を保全するためには、温室効果ガス特に二酸化炭素排出量の削減や再生可能エネルギーを活用する必要があり、市域における
二酸化炭素排出量の8割以上を占める製造業での排出量の削減を促進する必要がある。
　また、ごみの減量化については、事業系ごみは減少しているものの、新しい生活様式の影響などから、家庭系ごみの排出量が増加しており、
総排出量も微増となっていることから、更なるごみ減量の取組が必要である。
　一方、リサイクルの推進については、新たな資源ごみの分別収集を開始したものの資源化率が低下しており、国の「プラスチック資源循環促
進法」に基づくプラスチックの分別収集も注視する必要がある。

今後の展開方針

満足度

総合判定 左記の総合判定とした理由

　地球環境保全の取組とごみの減量やリサイ
クルに関する取組の重要度及び満足度の割
合が、前回より若干上昇したが、市民は依然
としてそれらが重要であると認識していること
が読み取れるため、それに応えるよう施策の
一層の推進が求められる。

満足度 0.06 0.05 0.06



（施策の方向に関する評価）
施策の方向①　　環境負荷の少ない社会の形成
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施策の方向②　　ごみの減量化、リサイクルの推進

/

/

/

/

施策の方向③　　廃棄物処理施設の適正管理

/

/

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　環境の保全及び創造に関する施策を定めた第2次環
境基本計画の策定に取り組んだ。また、市内の河川等
の環境測定を実施し、環境基準の適合状況をの監視を
行うとともに、工場・事業所との環境保全協定の締結を
進めた。不法投棄監視カメラの活用やパトロールの実施
等により、不法投棄の未然防止に努めた。

　第2次環境基本計画の策定に取り組むことで、環境の
保全及び創造に関する施策のより一層の推進に寄与で
きている。環境調査や環境保全協定の締結により、鈴鹿
川等の主要な河川の水質は良好な水準に保たれてい
る。また、継続した不法投棄対策により、地域の環境美
化に寄与できている。

まずまず進んでいる

成果

19006 環境関連計画改定等事業 主 930 906 Ｂ Ｂ関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

4010 一般事業（環境保全事業） 標 13,244 12,645 Ａ Ａ

4108 地球温暖化防止対策推進事業 標 184 119 Ｂ Ｂ

Ｂ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

事業者と協働した市内中学校での環境講座の開催 Ａ Ａ

4064 廃棄物不法投棄監視事業 標 1,965 1,911 Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　雑がみ及びその他色びんの分別収集の試行開始や、
資源物集団回収活動報奨金及び生ごみ処理容器購入
費補助金の交付、山元還元方式による溶融飛灰の全
量再資源化処理によりリサイクルの推進に取り組んだ。
また、食品廃棄物組成分析調査を実施し、本市におけ
る食品ロスの実態把握に努めた。

　新たな資源ごみとして、雑がみ及びその他色びんの分
別収集を試行的に開始したことで、リサイクルの推進に
つながっている。
　また、家庭系食品廃棄物組成分析調査の実施によ
り、本市におけるごみ減量化対策への課題が把握でき、
食品ロス削減対策につなげることができた。

まずまず進んでいる

成果

17027 飛灰再資源化事業 主 42,100 41,036 Ａ Ａ関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

4028 ごみ減量化対策事業 標 2,875 2,572 Ａ Ｂ

4029 廃棄物収集事業 標 181,832 179,818 Ａ Ａ

Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

4030 再資源化促進事業 標 14,419 11,108 Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　ごみ溶融処理施設及びし尿処理施設の長寿命化計
画に基づき、基幹的設備改良工事以降、老朽化の著し
い他の設備・機器について、施設の延命化を目的とした
大規模整備工事を実施した。
　また、粗大ごみ破砕処理施設等の長寿命化を図るた
めの計画を策定した。

　大規模整備工事により、主要な設備・機器を計画的に
整備したことで、施設の適正管理と延命化に寄与できて
いる。

順調に進んでいる

成果

17028 ごみ溶融処理施設大規模整備事業 主 112,200 112,200 Ａ Ａ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

19007 し尿処理施設大規模整備事業 主 24,961 24,961 Ａ Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果


